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今月の広報西原
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ねんきんインフォメーション

後期高齢者医療保険者の方へお知らせ

むらのわだい
自転車大会・防災会議・中学校体育祭・

防災訓練・中学陸上競技選手権大会・

幼年消防クラブ結成式・春季ソフトボール大会・

植林協力団体感謝状贈呈式・ヤマメ放流・

交通安全功労者表彰・ナカヤマ精密清掃活動・

剣道大会・女性元気セミナー開講式・

軟式野球大会

曜日 備考行　　　　事
７　月

８　月

日

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。
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むらの月暦

７

　住民健診（改善センター）

　にしはら女性元気セミナー
　郡市民体育祭（球技・武道）

行政相談（のぎく荘）
EM配布日

郡市民体育祭（陸上）
母子手帳発行（午後）

1歳6ヶ月児健診（改善センター）
法律相談（のぎく荘）

交通安全こども自転車熊本県大会

EM配布日

寿生大学（改善センター）
人権相談（のぎく荘）

　熊本県中体連大会(球技・武道）
　　PTA親子スポーツ大会
母子手帳発行（午後）

EM配布日　心配ごと相談（のぎく荘）　ひよこ学級・お誕生学級（改善センター）

阿蘇郡市人権同和教育研究大会（西中体育館）
無料人権相談（改善センター）

３歳児健診（改善センター）

にしはら女性元気セミナー

EM配布日

固定資産税第２期納期限
国民健康保険税第３期納期限

平成21年５月末現在

お悔やみ申し上げます。 平成21年６月15日現在

P11

P12

P13

P14
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P16

P18

P22

くらしの税金

こんにちは住民課です

今月のお知らせ

おひさま通信

シリーズ防災（№45 地震列島、日本）

いのちの教育

ホッとＮＥＷＳ

インフォメーション【7月号】

社協便り

村
の

う
ご
き

村
の

う
ご
き

村の人口

平成21年６月15日現在お誕生おめでとうございます。

故人名（年齢） 遺族氏名 地区名

日置マツ子（96）

中村　則子（60）

緒方メグミ（89）

日置　宏征

中村　俊行

緒方　義秋

上鳥子

葛　目

滝

人　口　6,855人　（＋４）

　【男】3,372人　（±０）

　【女】3,483人　（＋４）

世帯数　2,294世帯（－２）

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名

男

男

女

女

女

女

女

西村　　太

藤川　和幸

戸上　義浩

西田　進一

中野　賢吾

瓜生迫

万　徳

高遊中

高遊中

高遊中

下小森坂田　智広

H21.5.12

H21.5.27

H21.5.27

H21.5.30

H21.6.1

H21.5.30

西村　彰梧
にしむら しょうご

藤川　伊織
ふじかわ い おり

戸上　友愛
と がみ ゆ な

坂田　夢愛
さか た ゆ あ

坂田　叶愛
さか た と あ

西田　理央
にし だ り お

中野　心咲
なか の み さき

Village Topics
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経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
免
除
の
種
類
に
よ
っ
て
給

付
に
反
映
す
る
割
合
が
違
い
ま
す
の
で
以

下
の
表
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
追
納
と
い
い
ま
す
）。

追
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
満
額
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３

年
目
以
降
、
追
納
す
る
場
合
は
当
時
の
保

険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
お
早
め

の
「
追
納
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

現
在
、
免
除
や
納
付
猶
予
を

　
　
　
　

受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

ここが違う！免除・納付猶予・学生納付特例と未納

【問合せ先】役場住民課国民年金係　☎279‐3113

ねんきん

インフォメーション

ねんきん

インフォメーション

　

県
で
は
、
本
年
８
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査

「
特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
１

〜
４
人
を
雇
用
す
る
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
賃
金
や
労
働
時
間
、

雇
用
な
ど
の
状
況
を
調
査
す
る
も

の
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
県
に
お
け

る
経
済
・
労
働
な
ど
の
施
策
を
推

進
す
る
う
え
で
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
多

く
の
民
間
企
業
に
お
い
て
も
賃
金

管
理
、
労
務
管
理
な
ど
の
資
料
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
し
た
地
域
に
所
在
す
る
事
業

所
に
県
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員

が
訪
問
し
、
７
月
分
の
状
況
に
つ

い
て
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ご
多
忙
中
の
と

こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
本
調
査
の
重

要
性
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平
成
21
年

毎
月
勤
労
統
計
調
査

｢

特
別
調
査｣

に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
21
年

毎
月
勤
労
統
計
調
査

｢

特
別
調
査｣

に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

老齢基礎年金を

受けるための

資格期間には

受給資格期間に

入 り ま す

免除を受けた分は

10年以内なら納め

ることができます

（3年目以降は当

時の保険料に法律

で定められた加算

額がつきます）

２年を過ぎると納

めることができま

せん

受給資格期間に

入 り ま せ ん

障害基礎年金・

遺族基礎年金を

受けるときは

年金を受けられ

ない場合もあり

ます

保険料を納めた

ときと同じ扱い

になります

後から保険料を

納 め る こ と は

全額免除

受け取る老齢基礎年金は

年金額に３分の１が
反映されます

年金額に反映されません

年金額に２分の１が
反映されます

年金額に３分の２が
反映されます

年金額に６分の５が
反映されます

若年者納付猶予

学生納付特例

未　　納

4分の3免除
(4分の1納付)

4分の1免除
(4分の3納付)

半額免除
(半額納付)



　現在お持ちの保険証（水色）の有

効期限は、平成21年７月31日まで

となっております。

　新しい保険証（黄色）は７月中に

簡易書留で郵送いたしますので、平

成21年８月１日からは新しい保険

証をお使いください。

　なお、新しい保険証（黄色）に記

載してある一部負担金の割合は、平

成21年度の村民税の課税所得をも

とに判定しています。

　また、現在お持ちの保険証（水

色）は平成21年８月１日以降に、

役場住民課へお返しいただくか、ご

自身で破棄してください。

　すでに「限度額適用・標準負担額

減額認定証」（水色）をお持ちの方

は、平成21年７月31日で期限切れ

となり更新が必要となりますが、平

成21年８月１日から引き続き該当

される方は、役場住民課より新しい

「限度額適用・標準負担額減額認定

証」（黄色）を郵送いたします。

　また、入院中（予定）の方でまだ

「限度額適用・標準負担額減額認定

証」をお持ちでない方は、役場住民

課後期高齢者医療係に相談してくだ

さい。

　※世帯の全員が市町村民税非課税

の方が対象となります。

　平成21年度の正式な保険料額が決定しましたので、７月中旬に保険料額決定通知

書等をお送りします。

　なお、新しく後期高齢者医療制度に加入された方につきましては、これまで加入さ

れていた保険の種類、加入時期などによって、保険料のお支払方法やお支払時期が違

いますのでご注意ください。

平成21年度の保険料が決定しました●●

　平成21年度は、従来の保険料軽減措置（均等割の７割、５割、２割軽減措置）に

加え、以下の軽減措置を行います。

①　世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等が33万円以下の方

→　本来は均等割が７割軽減ですが、平成21年度は8.5割軽減となります。
②　①の方のうち、世帯内の被保険者全員が、年金収入80万円以下でその他所得が

ない方

　→　平成21年度から均等割額が９割軽減となります。
③　後期高齢者医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者」であっ

た方

　→　平成21年度は均等割が９割軽減となります。
④　賦課のもととなる所得金額が58万円以下（所得の合計が91万円以下）の方

　→　平成20年度と同様に所得割が５割軽減となります。

保険料の軽減措置について

後期高齢者医療被保険者証
（保険証）
後期高齢者医療被保険者証
（保険証）

更新のお知らせ更新のお知らせ

後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証
後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証

4

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ
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※　年金の受給額が年額18万円未満の方、後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が年金受給額

の１／２を超える方は、口座振替又は納付書によるお支払いとなります。

すでに年金から天引きされている方で、今後も年金

からの天引きを希望される場合は特にお手続きいた

だく必要はありません。

現在年金から天引きされている方で、10月以降口座

振替に変更を希望される場合は８月３日までに役場

住民課にてお手続きください。

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
ヶ
月
間
に
わ
た
り
、

「
統
計
法
」
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
た
基
幹
統
計
調
査

と
し
て
平
成
21
年
全
国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
全
て
の
世
帯
か
ら
統
計
的
な

方
法
に
基
づ
い
て
選
定
さ
れ
た
世
帯
に
お
い
て
、
主
に

家
計
簿
を
つ
け
て
い
た
だ
く
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
家
計
の
実
態
を
所
得
・
消
費
・
資
産

の
３
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
総
合
的
に
と
ら
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
調
査
の
結

果
は
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
資
料
や
、
住
宅
ロ

ー
ン
返
済
の
実
態
の
把
握
な
ど
各
方
面
で
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
地
域
の
世
帯
の
確
認
の
た
め
、
７
月
以
降
、
調

査
員
が
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
す
べ
て
の
お
宅
を
訪

問
し
て
、
世
帯
主
の
氏
名
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の

で
、
ご
多
忙
中
恐
れ
入
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
個
人
情
報
は

「
統
計
法
」
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
ま
す
。
統
計
調
査
員

な
ど
の
統
計
に
携
わ
る
者
に
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は

集
計
が
完
了
し
た
の
ち
溶
解
処
分
す
る
な
ど
、
厳
重
に

個
人
情
報
を
保
護
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心
し

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平成21年度
全国消費実態調査
実施のお知らせ

平成21年度
全国消費実態調査
実施のお知らせ

後期高齢者医療保険料のお支払い方法について

平成21年度以降の保険料のお支払いは、以下の２通りの方法からお選びいただけます

【問合せ先】　住民課後期高齢者医療係
　　　　　　　☎279‐3113

●お手続きに際しては、口座振替依頼書の提出が必要ですので、①振替口

座の預金通帳、②通帳のお届け印、③後期高齢者医療制度の被保険者証

をお持ちくださるようお願いします。

●世帯主又は配偶者の口座からのお支払いに変更した場合、その社会保険

料控除は、口座振替により支払った方に適用されます。これにより、世

帯全体の所得税額や住民税額が少なくなる場合があります。

●これまでの納付状況等から、口座振替への変更が認められない場合があ

ります。

年金天引き（特別徴収）から口座振替に変更する場合にご注意いただきたいこと

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

「年金」からのお支払い

「口座振替」でのお支払い

保
険
証

印
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自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
を
競
う
交
通
安

全
こ
ど
も
自
転
車
大
津
地
区
大
会
が
６
月
６

日
、
ホ
ン
ダ
技
研
熊
本
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
河
原
小
学
校
自
転
車
部
Ａ
チ
ー
ム
が
団

体
の
部
で
見
事
40
連
覇
を
達
成
し
、
個
人
の

部
で
も
上
位
６
位
ま
で
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

大
津
署
管
内
か
ら
19
チ
ー
ム
、
76
人
が
出

場
し
、
こ
の
日
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
河
原
小
は
交
通
ル
ー

ル
を
問
う
学
科
テ
ス
ト
と
６
つ
の
実
技
を
評

価
す
る
技
能
走
行
テ
ス
ト
に
40
連
覇
を
か
け

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
連
覇
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
な
か
、
河
原
小
Ａ
チ
ー
ム
は
学
科
テ
ス

ト
減
点
０
、
実
技
で
も
す
ば
ら
し
い
演
技
で

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
河
原
小
チ
ー
ム
は
、
大
津
地
区

代
表
と
し
て
７
月
18
日
に
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

【
写
真
右
／
競
技
の
様
子
・
左
上
／
河
原
小

チ
ー
ム
・
左
下
／
表
彰
式
の
様
子

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

【
団
体
の
部
】
優
勝　

河
原
小
Ａ

【
個
人
の
部
】
優
勝　

小
川
智
也

　
　
　
　
　
　

２
位　

馬
場
貴
章

　
　
　
　
　
　

３
位　

神
﨑　

翔

※ 

個
人
優
勝
〜
３
位
全
て

　
　
　
　
　
　

河
原
小
Ａ
（
６
年
）

河
原
小
学
校
40
連
覇

　

６
月
５
日
、
役
場
大
会
議
室
で
阿
蘇
地
域
振
興
局
、
警
察
、
消

防
、
郵
便
局
、
村
内
関
係
団
体
を
来
賓
に
迎
え
、
学
校
、
各
地
区

の
区
長
、
消
防
団
幹
部
、
関
係
役
場
職
員
な
ど
約
80
人
が
出
席
し

て
平
成
21
年
度
災
害
対
策
会
議
及
び
水
防
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
今
年
の
天
候
の
見
通
し
や
地
域
防
災
計
画
に
よ
る
災
害

対
策
や
避
難
施
設
や
場
所
な
ど
防
災
担
当
か
ら
説
明
が
あ
り
、
ま

た
災
害
危
険
箇
所
の
説
明
、
災
害
救
助
法
の
適
用
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
後
、
消
防
団
幹
部
は
熊
本
県
の
防
災
倉
庫
の
確

認
を
行
い
、
土
石
流
危
険
渓
流
で
あ
る
谷
後
川
の
熊
本
県
砂
防
工

事
進
捗
状
況
お
よ
び
、
未
整
備
箇
所
の
確
認
な
ど
を
行
い
大
雨
時

の
対
応
に
向
け
て
地
域
で
の
防
災
対
策
を
再
検
討
し
ま
し
た
。

【
写
真
上
／
会
議
の
様
子
・
下
／
防
災
倉
庫
視
察
】

災
害
対
策
会
議
及
び

　
　
　
　
　

水
防
連
絡
協
議
会

し
ん
ち
ょ
く
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五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
５
月
24
日
、
平

成
21
年
度
西
原
中
学
校
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
凌
駕
〜
勝
利
と
い
う
栄
光

に
向
か
っ
て
〜
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
24
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
い

っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
保
護
者

な
ど
会
場
に
い
る
全
て
の
人
が
参
加
で
き

る
ペ
タ
ン
ク
も
行
わ
れ
、
生
徒
含
め
約
２

４
０
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
が
振
り
付
け
を
考
え
た
女
子

に
よ
る
団
体
ダ
ン
ス
、
男
子
に
よ
る
力
強

い
組
体
操
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
競
技
が

行
わ
れ
、
得
点
種
目
の
最
後
で
あ
る
色
別

混
合
リ
レ
ー
で
は
、
そ
れ
ま
で
黄
団
・
青

団
の
得
点
が
互
角
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
大

変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
敗
は
接

戦
の
末
、
青
団
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

【
写
真
／
体
育
祭
の
様
子
】

西
原
中
学
校
体
育
祭

　

５
月
17
日
午
前
８
時
、
地
震
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
で
発
災
対
応
型
防
災
訓
練

が
村
内
全
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
発
災
の

合
図
で
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
避
難
訓

練
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
訓
練
で
は
特

に
避
難
及
び
避
難
人
数
の
把
握
に
関
す
る

こ
と
を
メ
イ
ン
に
各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
、

事
前
に
地
域
の
役
員
の
方
や
自
主
防
災
組

織
、
ま
た
消
防
団
各
班
と
の
話
し
合
い
で
訓

練
内
容
を
決
定
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
災
害
対
策
本
部
を
役
場
庁
舎
内

に
設
置
し
、
地
域
か
ら
の
避
難
状
況
や
被
害

情
報
な
ど
の
情
報
収
集
や
情
報
伝
達
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
救
急
救
命
や

応
急
処
置
の
方
法
の
指
導
を
高
遊
原
南
消

防
署
員
か
ら
受
け
た
地
域
、
負
傷
者
を
救
急

搬
送
す
る
地
域
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
を
活

用
し
初
期
消
火
訓
練
を
行
っ
た
地
域
、
ま
た

映
像
に
よ
る
防
災
啓
発
や
自
主
防
災
組
織

の
活
動
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
っ
た
地
域
な
ど
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
向
上
に
役
に
立
っ

た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
の
発
生
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
を
意
識
し

て
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る
よ
う
防
災

意
識
を
向
上
し
災
害
に
強
い
地
域
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
写
真
上
／
古
閑
地
区
の
訓
練
模
様
・
中

／
風
当
地
区
の
訓
練
模
様
・
下
／
県
の
防

災
ヘ
リ
】

発
災
対
応
型
防
災
訓
練

災
害
に
強
い
村
づ
く
り

り
ょ
う
が
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西
原
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
主
催
の
平
成
21

年
度
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
12
日
か
ら

20
日
に
か
け
て
ナ
イ
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
６
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
、
連
日

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
８
期
連
続
優
勝
を
果
た
し
て
い
る
常
勝
チ
ー

ム
「
Ｍ
ク
ラ
ブ
」
の
連
続
優
勝
に
注
目
が
集
ま
り

ま
し
た
が
、
見
事
そ
れ
を
打
ち
破
り
今
大
会
勢
い

に
乗
っ
た
「
役
場
」
チ
ー
ム
と
、
新
鋭
「
ブ
ー
マ

ー
」
チ
ー
ム
と
の
決
勝
戦
と
な
り
ま
し
た
。
試
合

は
大
接
戦
と
な
り
、
近
年
ま
れ
に
み
る
好
ゲ
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
が
、
食
い
下
が
る
「
役
場
」
チ
ー

ム
を
抑
え
、
見
事
「
ブ
ー
マ
ー
」
が
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

【
写
真
／
優
勝
し
た
「
ブ
ー
マ
ー
」】

「
ブ
ー
マ
ー
」
初
優
勝

　

５
月
28
日
、
に
し
は
ら
保
育
園
遊
戯
室
に
お
い
て

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
結
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ

ッ
ピ
姿
の
ク
ラ
ブ
員
（
年
長
児
59
人
）
が
元
気
よ
く

行
進
し
て
入
場
し
、
氏
名
点
呼
で
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
手
を
挙
げ
て
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
管
理
者
の
日
置
和
彦
村
長
か
ら
「
火

遊
び
を
し
な
い
よ
う
に
下
級
生
に
も
呼
び
か
け
、
一

年
間
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
最
後
に
全
員
で
「
防
火
の
誓
い
」
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　

式
の
あ
と
、
ク
ラ
ブ
員
た
ち
は
防
火
に
関
す
る
映

画
を
見
て
、
防
火
意
識
を
高
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

【
写
真
上
／
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
た
年
長
児
た
ち
・
下

／
式
典
の
様
子
】

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

結
成
式

　

熊
本
県
中
学
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
が
６
月
６
日
、
７
日
に
県
民
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
（
Ｋ
Ｋ
Ｗ
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
の
全
日
本
中
学
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
全
中
）
の
予
選
を
兼
ね
た

こ
の
大
会
で
は
、
６
人
が
８
種
目
で
標
準
記
録
を
突
破
、
そ
の
中
で
西
原
中

２
年
生
の
満
崎
千
里
さ
ん
が
走
幅
跳
と
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
の
２
種
目
で
標

準
記
録
を
突
破
し
ま
し
た
。
西
原
中
女
子
の
全
中
出
場
は
昭
和
62
年
の
中
嶌

玲
子
さ
ん
（
２
０
０
ｍ
）
以
来
22
年
ぶ
り
で
す
。
西
原
中
生
徒
も
19
名
が
出

場
し
、
12
種
目
の
入
賞
や
自
己
ベ
ス
ト
記

録
の
更
新
を
果
た
し
ま
し
た
。【
写
真
／

女
子
リ
レ
ー
出
場
メ
ン
バ
ー
】

熊
本
県
中
学
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

【
男
子
】

共
通
走
高
跳　

２
位　

藤
川
裕
太
（
３
年
）

共
通
棒
高
跳

３
位　

廣
瀬
健
一
郎
（
３
年
）

４
位　

河
野
悠
生
（
３
年
）

６
位　

浦
本
綾
太
（
２
年
）

共
通
走
幅
跳

４
位　

廣
瀬
健
一
郎
（
３
年
）

２
年
1
0
0
ｍ

４
位　

緒
方
政
弥
（
２
年
）

【
女
子
】

共
通
走
幅
跳　
　

１
位　

満
崎
千
里
（
２
年
）　

共
通
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　
　

１
位　

満
崎
千
里
（
２
年
）

３
位　

手
嶋
い
づ
み
（
２
年
）

共
通
四
種
競
技　

２
位　

松
下
美
希
（
３
年
）

共
通
砲
丸
投　
　

５
位　

加
藤
葵
（
２
年
）

共
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

２
位　

加
藤
葵
・
満
崎
千
里
・

原
田
侑
奈
・
手
嶋
い
づ
み
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交
通
安
全

　
　
功
労
者
表
彰

　

青
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
28
日
、

緑
川
漁
業
協
同
組
合
が
緑
川
水
系

の
河
川
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
ヤ

マ
メ
の
稚
魚
の
放
流
が
白
糸
の
滝

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
流
に
は
河
原
小
学
校
の
４
年

生
と
６
年
生
が
参
加
。
児
童
た
ち

は
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
が
入
っ
た
バ
ケ

ツ
を
手
に
し
て
川
べ
り
に
約
６
４

０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

【
写
真
／
放
流
の
様
子
】

　

５
月
28
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連

盟
よ
り
田
野
敏
博
さ
ん
に
県
知
事

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

田
野
さ
ん
は
20
年
間
、
交
通
指
導

員
と
し
て
活
動
し
、
現
在
は
大
津

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
長

き
に
わ
た
る
功
績
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。【
写
真
右
／
受

賞
の
様
子
・
左
／
受
賞
さ
れ
た
田

野
さ
ん
】

ヤ
マ
メ
放
流

　

５
月
21
日
、
役
場
大
会
議
室
に
お
い
て

植
林
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
原
村
で
は
冠
ヶ
岳
南
麓
の
村
有
林
、
日

本
製
紙
伐
採
跡
地
（
約
40 

ha
）
の
再
植
林

が
こ
の
４
月
に
完
了
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
５
月
21
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

植
林
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
企
業
、
団

体
、
山
西
、
河
原
両
小
学
校
、
に
し
は
ら

た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
な
ど
計
18
団
体
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
平
成
15
年
の
12
月

よ
り
期
間
６
ヵ
年
に
わ
た
り
、
参
加
延
べ

人
数
約
４
千
人
も
の
村
内
外
の
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
約
８
万
５
千
本

の
広
葉
樹
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
下
草
刈
り
な
ど
の
手
入
れ
が
行

わ
れ
ま
す
。
将
来
、
こ
の
苗
木
が
大
き
く

成
長
し
、
豊
か
な
森
と
な
り
次
世
代
の
地

域
環
境
に
潤
い
を
与
え
る
貴
重
な
森
林
に

な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。【
写
真
左
／
植
林

協
力
団
体
の
み
な
さ
ん
・
右
／
式
典
の
様

子
】

西
原
村
村
有
林
植
林
協
力
団
体
感
謝
状
贈
呈
式

・
株
式
会
社
富
士
通
九
州

　

シ
ス
テ
ム
ズ

・
株
式
会
社
富
士
通
南
九
州
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

労
働
組
合

・
全
富
士
通
労
働
組
合
連
合
会

・
熊
本
県
環
境
保
全
協
議
会

・
全
国
引
越
専
門
協
同
組
合

　

連
合
会

・
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

　

熊
本
事
務
所

・
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
熊
本

　

株
式
会
社

・
株
式
会
社
本
山
設
備

・
株
式
会
社
オ
ー
キ
ュ
ウ

・
白
鷺
電
気
工
業
株
式
会
社

・
財
団
法
人

　

阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク

・
緑
川
漁
業
協
同
組
合

・
九
州
電
力
株
式
会
社

　

熊
本
支
店

・
山
西
小
学
校

・
河
原
小
学
校

・
Ｎ
Ｐ
О
法
人

　

に
し
は
ら
た
ん
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス

・
水
源
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
Ｎ
Ｐ
О
21
く
ま
も
と
金
峰

　

有
明
環
境
会
議

感
謝
状
贈
呈
団
体
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西
原
村
、
合
志
市
、
菊
陽
町
、
大

津
町
の
４
市
町
村
合
同
で
開
催
さ
れ

る
、
熊
日
大
津
支
局
管
内
軟
式
野
球

大
会
が
菊
陽
町
を
主
会
場
と
し
、
５

月
25
日
か
ら
６
月
５
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
23
チ
ー
ム
中
、
村

内
か
ら
も
５
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
中
で
も
「
西
原
天
龍
」
は
順

当
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦
で
は
昨

年
敗
れ
た
合
志
市
の
「
渡
邉
技
研
」

を
２
ー
０
で
下
し
見
事
４
回
目
の
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
優
秀

選
手
賞
に
投
手
の
坂
口
勝
也
さ
ん

（
前
鶴
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
写
真
／
西
原
天
龍
チ
ー
ム
】

「
西
原
天
龍
」
優
勝

　

「
生
涯
元
気
な
に
し
は
ら
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
平
成
19
年
度

か
ら
、
に
し
は
ら
女
性
活
動
推
進
協
議
会
主

催
で
「
に
し
は
ら
女
性
元
気
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
６
月
か
ら

６
回
に
わ
た
り
開
催
予
定
で
す
。

　

６
月
６
日
に
は
、
第
一
回
の
セ
ミ
ナ
ー
が

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
約
70
名
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
曽
我
敏
秀
教
育
長

（
女
性
活
動
推
進
協
議
会
会
長
）
の
あ
い
さ

つ
の
後
、「
熊
本
大
学
文
学
部
地
域
科
学
科
教

授　

徳
野
貞
雄
」
氏
に
よ
り
「
家
族
と
共
同

体
」
の
テ
ー
マ
で
、
地
域
づ
く
り
や
女
性
に

求
め
ら
れ
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
徳
野
先
生
の

熱
弁
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は

教
育
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
写
真
／
講
演
の
様
子
】

「
に
し
は
ら
女
性
元
気

　
　
セ
ミ
ナ
ー
」開
講
式

　

６
月
12
日
、
村
内
に
事
業
所
を
構
え
る
ナ

カ
ヤ
マ
精
密
株
式
会
社
の
社
員
に
よ
る
村
内

の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、
会
社
が
掲
げ
る
「
５

Ｓ
委
員
会
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・

し
つ
け
）」
の
一
環
と
地
域
と
の
共
生
を
目

指
し
て
年
に
２
回
、
６
月
と
11
月
に
実
施
さ

れ
、
今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は

社
員
約
１
２
０
名
が
５
班
に
分
か
れ
、
会
社

周
辺
の
県
道
・
村
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
写
真
／
清
掃
の
様
子
】

　

６
月
７
日
、
人
吉
市
錦
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
剣
豪
「
丸
目
蔵
人
」
顕

彰
少
年
剣
道
個
人
選
手
権
大
会
に
、
県
内
外

か
ら
６
０
０
名
の
選
手
が
参
加
し
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
６
年
生
の
部
に
出
場
し
た
当
村
剣
心

館
の
海
津
和
也
選
手
（
山
西
小
）
が
準
々
決

勝
で
鹿
児
島
県
の
選
手
に
二
本
勝
ち
し
準
決

勝
に
進
出
。
準
決
勝
で
は
熊
本
市
城
西
小
学

校
の
大
塚
選
手
に
善
戦
し
ま
し
た
が
、
延
長

２
回
の
末
惜
敗
。
し
か
し
、
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

ナ
カ
ヤ
マ
精
密

　
　

村
内
清
掃
活
動

　

５
月
17
日
、
熊
本
市
龍
田
体
育
館
に
お
い

て
、
武
蔵
旗
小
中
学
校
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
県
内
か
ら
１
５
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
当

村
剣
心
館
か
ら
も
小
学
生
の
部
に
２
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
Ａ
チ
ー
ム
（
東
田
航
輝

　

山
西
小
６
年
・
海
津
み
な
み　

山
西
小
４

年
・
米
田
昴
史　

河
原
小
６
年
・
松
﨑
貴
志

　

山
西
小
５
年
・
海
津
和
也　

山
西
小
６

年
）
は
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
出
。
準
決
勝
で
大
津
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
に
２
ー
１
の
僅
差
で
破
れ
た
も
の
の

３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

武
蔵
旗
小
中
学
校

　
剣
道
大
会
団
体
３
位

海
津
和
也
選
手
３
位

　
　
　
　
　

（
剣
道
）

せ
い
と
ん
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過
払
金
と
は

阿蘇税務署からのお知らせ

　

利
息
を
規
制
す
る
法
律
に
は
、
利
息
制
限
法

と
出
資
法
と
が
あ
り
ま
す
が
、
利
息
制
限
法
の

法
定
金
利
は
、

貸
付
金
額
10
万
円
未
満
の
金
利
を
20
％

10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
未
満
を
18
％

１
０
０
万
円
以
上
を
15
％

に
制
限
し
て
い
ま
す
。

　

法
定
金
利
を
超
え
る
部
分
の
利
息
は
、
法
律

上
の
原
因
な
く
し
て
金
銭
を
受
領
し
た
こ
と
に

よ
り
、
返
済
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

貸
金
業
者
が
、
借
り
手
に
返
還
す
る
義
務
を

負
う
超
過
利
息
は
、
払
い
過
ぎ
た
金
利
と
い
う

こ
と
で
「
過
払
金
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
金
融
は
、
利
息
制
限
法
を
超
え
て
、

合
法
的
に
貸
付
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う

と
、
出
資
法
に
よ
り
29
・
２
％
を
超
え
る
金
利

で
貸
付
を
し
た
場
合
、
は
じ
め
て
刑
事
処
分
が

科
せ
ら
れ
、
そ
れ
以
下
で
は
処
分
が
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。

　

15
、
18
、
20
％
か
ら
29
・
２
％
の
間
の
金
利

は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
と
い
い
ま
す
。

　

消
費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
法
定

金
利
を
超
え
る
金
利
で
借
り
ら
れ
て
返
済
さ
れ

た
方
は
、
弁
護
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
村
内

で
も
、
月
１
回
無
料
弁
護
士
相
談
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。【

問
合
せ
先
】
役
場
税
務
課　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
２
７
９
‐
４
３
９
５

社
会
に
い
き
る
税

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の

活
動
の
財
源
と
し
て
、
私
た
ち
の
身

近
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
例
と
し
て
、
教
育
に
つ
い

て
見
て
み
ま
す
と
、
国
と
地
方
公
共

団
体
が
負
担
し
た
公
立
学
校
の
児

童
・
生
徒
１
人
当
た
り
の
年
間
教
育

費
（
平
成
18
年
度
）
は
、
小
学
生
83

万
３
千
円
、
中
学
生
95
万
２
千
円
、

高
校
生
（
全
日
制
）
93
万
２
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
安
全
の
確
保

に
欠
か
せ
な
い
警
察
・
消
防
な
ど
の

活
動
に
も
い
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち
に

と
っ
て
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る
い

わ
ば
「
会
費
」
で
あ
り
、
正
し
い
申

告
と
納
税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
記
載

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
予
定
納
税

　

（
第
一
期
分
）
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
予
定
納

税
第
１
期
分
の
納
付
の
期
限
は
、
平

成
21
年
７
月
31
日
（
金
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
税

務
署
か
ら
６
月
中
旬
に
、「
予
定
納

税
額
の
通
知
書
」
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
か
ら
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

第
一
期
分
の
金
額
を
期
限
内
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
は
、
前
年

分
の
所
得
税
額
を
基
に
計
算
し
て
あ

り
ま
す
が
、
事
業
を
廃
業
し
た
り
災

害
で
財
産
に
損
害
を
受
け
た
り
し
た

た
め
、
本
年
分
の
納
税
額
が
前
年
分

よ
り
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方

は
、
平
成
21
年
７
月
15
日
（
水
）
ま

で
に
予
定
納
税
の
減
額
承
認
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請
の
こ

と
で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
阿
蘇
税
務
署

　

☎
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

　

※
自
動
音
声
案
内

く
ら
し
の
税
金

～ご存じですか、税のゆくえ～
身近な財政支出（国と地方公共団体の負担額の合計額）

●　公立学校の児童・生徒一人当たりの
　年間教育費負担額（平成18年度）
　・　小学生　　　　　　833,000円
　・　中学生　　　　　　952,000円
　・　高校生（全日制）　932,000円

●　私たちの生活や安全を守るための警察・
　消防費（平成19年度）
　　５兆1,943億円
　※　国民一人当たりでは約40,700円

●　国民医療費の公費負担額（平成18年度）
　　　12兆1,274億円
　※　国民一人当たりでは約94,900円

●　市町村のゴミ処理費用（平成19年度）
　　　２兆1,305億円
　※　国民一人当たりでは約16,600円
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①セクシャル・ハラスメントの被害経験者が約７％。
　セクシャル・ハラスメントについて聞いたところ、自分自
身が受けたことがあると答えた者が約7.0%で、平成13年植
木町の5.6%を1.4ポイント上回っている。

②ドメスティック・バイオレンスの被害経験者が7.2％。
　ドメスティック・バイオレンスについて聞いたところ、
「自分自身が受けたことがある」と答えた者が7.2%で全国
平均よりも低いものの、平成13年植木町の2倍となっている
（植木町3.6%）。

平成19年度に実施された阿蘇地域アンケート調査の結果概略をシリーズでお知らせします。⑧

●全国および他地域との比較からみた阿蘇地域の特徴

（１）人権について
グ
ラ
フ
①

「男女共同参画に関する阿蘇地域アンケート調査報告書」

グ
ラ
フ
②

自分自身が受けたことがある

自分自身が受けたことがある

こんにちは住民課です
☎　279‐4397

　

７
月
１
日
（
水
）
〜
８
日
（
木
）

ま
で
、
住
民
健
診
（
特
定
健
診
お
よ

び
ガ
ン
検
診
な
ど
）
が
行
わ
れ
ま

す
。
健
診
は
、
自
分
の
か
ら
だ
の
状

態
を
経
年
的
に
知
る
た
め
で
す
が
、

気
が
か
り
な
の
は
、「
が
ん
や
循
環
器

疾
患
に
か
か
っ
て
は
い
な
い
か
？
」
と

い
う
不
安
で
し
ょ
う
。

　

厚
労
省
研
究
班
が
、
10
年
に
わ
た

り
喫
煙
・
飲
酒
・
肥
満
度
・
年
齢

層
・
性
別
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
分
け
で

追
跡
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
が
ん
や

循
環
器
系
疾
患
を
発
症
す
る
割
合
の

高
い
「
最
も
不
健
康
な
組
み
合
わ

せ
」
は
、
男
性
で
、　

喫
煙　

40
本
／
日
以
上

飲
酒　

３
０
０
ｇ
ア
ル
コ
ー
ル
／
週

　
　
　

以
上
（
約
42
・
９
ｇ
／
日
以
上
）

Ｂ
Ｍ
Ｉ　

30
㎏
／
㎡
以
上

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ

　
　

＝
体
重
㎏
÷
身
長
ｍ
÷
身
長
ｍ
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
、
ビ
ー
ル

や
チ
ュ
ー
ハ
イ
な
ど
グ
ラ
ス
を
片

手
に
飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
の
か
ら
だ
を
守
る
の
は
自

分
自
身
で
す
。
病
気
を
み
つ
け
る

心
配
の
前
に
、
病
気
を
つ
く
ら
な

い
工
夫
が
大
切
で
す
。
禁
煙
・
体

重
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適

正
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】　

　

役
場
住
民
課
健
康
福
祉
係　

☎
２
７
９
‐
４
３
９
７

が
ん
・
循
環
器
疾
患
の
減
少
に
は

が
ん
・
循
環
器
疾
患
の
減
少
に
は

ま
ず
は
禁
煙
と
節
酒
を

ま
ず
は
禁
煙
と
節
酒
を

が
ん
・
循
環
器
疾
患
の
減
少
に
は

ま
ず
は
禁
煙
と
節
酒
を

（社）アルコール健康医学協会　
　　　適正飲酒の10か条より

ビール
(中瓶１本)

酒の種類

アルコール
度数

純アルコール量

清酒
（１合180ml）

焼酎
（１合180ｍl）

ウィスキー
（ダブル60ml）

ワイン
(１杯20ml）

５％

20g

15％

22g

35％

50g

43％

20g

12％

12g

6.99阿蘇

H13植木

阿蘇

H13植木

H17全国 25.3

5.6

7.2

3.6

つくろうよ　週に二日は休肝日
やめようよ　きりなく長い飲み続け

許さない　他人への無理強い・イッキ飲み
アルコール　薬と一緒は危険です
飲まないで　妊娠中と授乳期は
飲酒後の運動・入浴　要注意× ×

男女共同参画社会はみんなが住みやすい社会です！
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が
ん
・
循
環
器
疾
患
の
減
少
に
は

ま
ず
は
禁
煙
と
節
酒
を

中央公民館解体にともなう
図書室の移動について

少年剣道教室・柔道教室の受講生を募集します。
少年剣道教室
練習日　月・水・金　午後７時～午後９時
講師：坂田哲也先生（大切畑）
少年柔道教室
練習日　月・水・金　午後７：30～午後9：30
講師：小城保弘先生（宮山）　水上栄二先生（桑鶴）
　一度村民体育館に練習を見に来ませんか。子どもたちの元気な
姿を見に来てください！
【問合せ先】教育委員会　☎279‐4424

こんなことでお困りの方は、お気軽にご相談ください。
◎家庭内のことでなやんでいるとき
◎相隣関係で困っているとき
◎借地・借家で困っているとき
◎相続・遺言でなやんでいるとき
◎人権問題で困っているとき
◎金銭問題で困っているとき
◎いろいろな心配ごとや困りごとでなやんでいるとき
※相談は無料です。秘密はかたく守られます。

日時　　８月３日（月）　午前10：00～午後3：00
場所　　西原村構造改善センター
相談員　法務局職員と西原村人権擁護委員
※　熊本法務局では毎日相談に応じています。お気軽にお電話く

ださい。
【問合せ先】熊本法務局　☎364‐2145

　この度、建築から40年が経過し老

朽化が進んでいるということから中

央公民館が解体されることとなりま

した。解体にともない図書室が役場

西側の旧たんぽぽハウスに移動しま

したのでお知らせいたします。今後

も多数の皆様のご利用をお待ちして

おります。

【問合せ先】

　教育委員会　☎279‐4424

ソフトボール愛好会
加盟チーム募集

　ソフトボール愛好会では今後もソ

フトボールの普及と振興を目的に、

新規加盟のチームを募集していま

す。職場や気の会う仲間同士でチー

ムをつくられて、どしどしご参加く

ださい。

【問合せ先】

　西原村ソフトボール愛好会

　事務局　倉田・坂本　

　☎279‐3111（役場内）
少年剣道教室・柔道教室生徒募集

無料人権相談所開催

　西原村バレーボール協会主催、夏季ソフトバレー大会を次の日
程で実施します。ソフトバレーで暑さを吹き飛ばしましょう！

監督会議　
日時　７月27日（月）　午後7：30～
場所　役場休養室
大会要綱
日時　8月1日（土）午後7：00～
場所　トレーニングセンター
ルール　25点マッチ・4人制（補欠4名まで）
参加条件　小学生以上

　お友達、職場の方などお誘いあわせのうえ、是非ご参加くださ
い。お待ちしております。
【問合せ先】
　バレーボール協会事務局　堀田隆二　☎279‐3111（役場内）

夏季ソフトバレー大会参加者募集！

武道をとおした心身の鍛錬、精神修養。
　　　　　　　大きな声を出し体を鍛える！

今月の

お知らせ

ONE SHOT
　初夏の萌の里はポピーの花が満開
です。秋のコスモスもきれいです
が、カラフルなポピーもかわいいで
すね。



①　小麦粉とベーキングパウダーを合わせて、ボウル
にふるい入れる。

②　①に黒ごまと豆乳を加えてよくこね（耳たぶくら
いのかたさ）、30分～1時間ねかせる。

③　めん棒で5mmくらいの厚さにのばし、4～5cmの
長さに切りそろえ、3～5mmの幅に切る。

④　③を160度の油できつね色に揚げる。
⑤　きな粉、粉黒砂糖、塩を混ぜ合わせて、④をいれ
よくからめる。
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　夏本番、７月に入りました。暑くて湿気が高いこの時期は、まだ体力がついていない月齢の低い子ども達
ほど病気にかかりやすかったり、肌のトラブルを起こしがちです。子ども達の健康管理に気をつけて、夏を
元気で過ごせるようにしてあげましょう。今月は、プール開きを行い毎週水遊びを実施しますので、気軽に
遊びに来て下さい。

○育児教育・子育て支援合同活動

にしはら保育園子育て支援センター

備えあれば…

グラッときたら…（地震発生）
揺れを感じたら

北海道十勝沖で震度４
No 45 【地震列島、日本】

豆乳かりんとう

つ　

く　

り　

方

小麦粉100ｇ／ベーキン
グパウダー軽く小さじ1／
豆乳大さじ4／黒ごま軽く
大さじ1／揚げ油適量／き
な粉40ｇ／粉黒砂糖30ｇ
／塩 少々

材
料（
大
人
４
人
分
）

エネルギー213kcal
たんぱく質6.9ｇ
カルシウム97.3mg
ビタミンE1.02ｇ

栄
養
価（
大
人
１
人
分
）

【問合せ先】 役場総務課 防災係　☎279‐3111

（最初の大きな揺れは約１分間）

にしはら保育園　6月15日おやつ

災いを防ぐ！

　「熊本市動植
物園」にバスに
乗り、お見知り
遠足に出かけま
した。楽しい一
日を過ごすこと

ができ、手作りのお弁当をおいしそうに食
べて、たくさんの動物を見たり、遊具で遊
んだり、ニコニコ笑顔の子ども達でした。
育児教育では毎年５回、教育委員会と一緒
に色んな合同活動を行っています。子ども
さんと楽しいひと時になると思いますの
で、是非ご参加下さい。

・7月7日七夕まつり（ブラックパネル）
・講習会　ベビーマッサージ
・試食会7月17日（金）
・7月10日プール開き
・プール日　14日、21日、28日

７月の活動

○６月の講習会
　先日、九州電力より「地球のこと・エコのこと」につい
てエコ・マザー紙人形劇をして頂きました。「もったいな
いは　地球をまもる　ココロンパ」の話を親子で楽しみ、
電気を消すこと・水を止めること・身近なエコなど分かり
やすいお話でした。なお、今月はベビーマッサージの講習
会を予定しています。

「地震に備える第1歩」として、家具の固定、玄
関（避難口）の整理整頓をしましょう。もし地
震が発生したら下記のように行動しましょう。

　大きな地震が起きても落
ち着いて行動しましょう！
落ち着いて冷静でいること
が大切です。

子育て支援室

※にしはら保育園では一時保育を行っています。ご相談下さい。

１、身の安全確保（机の下などへ）
２、火の始末（ガスの元栓を締める）
３、脱出口の確保（ドアや窓を開ける）

　卵、乳製品アレルギーに対応した
手作りおやつです。豆乳の代わりに
牛乳を使用してもおいしいです。
豆乳は良質のたんぱく質で、ビタミ
ンＢ群やビタミンＥ、そしてミネラ
ルも豊富に含まれています。特殊成
分であるレシチン、サポニンも含ま
れていて、コレステロール低下作用
があると言われています。

作っちゃおう
食べちゃおう！
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み
な
さ
ん
は
、「
介
護
」
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。「
介
護
」
、
普
段
の
生
活
で
は

そ
ん
な
に
頻
繁
に
耳
に
す
る
こ
と

は
な
く
、
な
ん
だ
か
縁
遠
い
言
葉

の
よ
う
な
気
も
す
る
で
し
ょ
う
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
ど

ん
な
人
で
あ
っ
て
も
、
や
が
て
は

大
人
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
自
分
の
両
親
も
年
老
い
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
で
は
両
親
を
含
め
、

高
齢
に
な
っ
て
い
く
人
た
ち
の
世

話
は
い
っ
た
い
誰
が
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
、
そ
れ
は
他
の
誰

で
も
な
い
、
僕
た
ち
若
者
の
役
目

で
す
。

　

こ
の
、
介
護
と
い
う
テ
ー
マ
に

関
心
を
寄
せ
た
理
由
は
、
僕
の
祖

父
母
に
あ
り
ま
す
。
残
念
な
こ
と

に
そ
の
祖
父
母
は
、
二
人
と
も
、

昨
年
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

晩
年
、
高
齢
に
な
っ
た
祖
父
母

は
、
だ
ん
だ
ん
体
の
自
由
が
利
か

な
く
な
る
と
、
家
族
だ
け
で
な

く
、
病
院
や
市
町
村
の
助
け
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ

う
い
っ
た
介
護
活
動
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
僕
自
身
が
、
そ

の
介
護
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
が
で
き
る
か
を
、
考
え
て
み

よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

若
い
う
ち
は
気
づ
か
な
い
こ
と

で
す
が
、
人
は
年
老
い
て
い
く
に

つ
れ
て
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
で
き
る

だ
け
自
力
で
行
動
す
る
た
め
に

は
、
日
頃
の
運
動
、
そ
し
て
、
食

生
活
の
改
善
が
大
切
な
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
、「
自
分
の
力
で
な
ん
と
か
し

よ
う
」
と
す
る
気
力
が
、
外
出
の

機
会
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
、
そ

の
結
果
、
高
齢
の
方
に
あ
り
が
ち

な
、「
閉
じ
こ
も
り
」
や
「
う
つ

病
」
の
予
防
に
も
な
る
よ
う
で

す
。
外
出
す
れ
ば
、
自
然
に
他
の

人
と
会
話
す
る
機
会
も
増
え
ま

す
。
こ
の
何
気
な
い
会
話
が
大
事

で
す
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
、
毎
日
の
楽
し
み
が
生

ま
れ
、
人
と
接
す
る
こ
と
や
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
生
き
甲
斐

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
の
方
全
て

が
、
自
由
に
動
け
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
は
、
自
宅
で
療
養

し
て
い
る
方
の
介
護
は
、
誰
が
す

る
の
か
と
い
う
疑
問
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
。
介
護
と
い
え
ば
、
普

通
は
家
族
の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
身
内

が
、
で
き
る
限
り
愛
情
を
注
ぐ
こ

と
も
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
僕
た
ち
が
考

え
る
以
上
に
大
変
な
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
僕
は
、
必
ず
し
も

家
族
だ
け
が
背
負
い
込
む
必
要
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

血
の
つ
な
が
っ
た
家
族
が
ケ
ア
を

す
る
こ
と
が
一
番
良
い
の
で
す

が
、
家
族
に
は
家
族
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
い
う

話
も
聞
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
の

が
、
地
域
の
介
護
施
設
、
そ
し

て
、
そ
の
介
護
施
設
が
行
っ
て
い

る
「
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
自

宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方
の
介
護

を
請
け
負
い
、
料
理
や
掃
除
、
洗

濯
な
ど
の
家
事
の
援
助
か
ら
、
入

浴
の
手
助
け
な
ど
も
し
て
も
ら
え

ま
す
。
介
護
に
慣
れ
て
い
な
い
人

に
も
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
が

た
い
も
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の

の
、
や
は
り
介
護
を
受
け
る
方
々

に
は
、
身
近
な
家
族
の
愛
情
が
一

番
の
介
護
に
な
る
と
僕
は
思
い
ま

す
。
健
康
面
は
、
病
院
な
ど
専
門

機
関
で
解
決
で
き
ま
す
が
、
精
神

面
の
ケ
ア
は
、
病
院
等
の
機
関
で

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の

方
の
心
を
満
た
し
、
不
安
を
取
り

除
い
て
あ
げ
る
こ
と
は
、
周
囲
に

い
る
人
、
す
な
わ
ち
家
族
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

「
介
護
」
と
は
、
単
に
日
常
生

活
に
支
障
が
あ
る
人
の
自
立
の
た

め
に
、
食
事
、
排
泄
な
ど
の
身
の

回
り
の
世
話
や
、
介
抱
を
す
る
こ

と
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
突
き
詰
め
て
考
え
て
み
る
と

「
介
護
」
と
は
、
そ
う
い
っ
た
表

面
的
な
関
わ
り
だ
け
で
な
く
、
自

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
に
よ
っ
て
愛
情
を
注
ぎ
、
そ

の
愛
情
で
介
護
さ
れ
る
人
が
幸
せ

に
な
る
こ
と
だ
と
知
り
ま
し
た
。

今
回
介
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
た
が
、
ま
す
ま
す
勉
強
し
な
け

れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
が
叫
ば
れ
て
久
し

く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
話
題
は
決

し
て
遠
い
未
来
の
こ
と
で
も
、
無

縁
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
僕

た
ち
若
者
も
、
自
分
た
ち
や
家
族

の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
社

会
の
問
題
と
し
て
、
何
か
の
機
会

に
じ
っ
く
り
と
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
一
度
、
み
な
さ

ん
も
、
自
分
の
た
め
に
、
家
族
の

た
め
に
、
そ
し
て
地
域
の
た
め
に

も
、
も
っ
と
介
護
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

いのちの教育
教育委員会 279-4424

「介護の意味」
　西原中学校２年（当時）

　岩本　政昭

い
の
ち
の
教
育

人
権
を
考
え
よ
う　

〜 

小
中
学
生
人
権
作
文
⑥ 

〜

昨
年
11
月
16
日
に
、
西
原
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
中
で
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
、
小
中
学
生
に
よ
る
人
権
に
関
す
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
文
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
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ジェイソンの西原日記ジェイソンの西原日記ジェイソンの西原日記ジェイソンの西原日記ジェイソンの西原日記
People of Nishihara

　How are you?  I have been anxiously 
waiting the rainy season so that it can be 
finished with quickly, but it just doesn’t 
seem to rain. Does this mean it will be a 
hot summer? With such beautiful weather 
we can all enjoy many outdoor activities; 
going to the beach and the mountains; but 
I imagine the famers are waiting for the 
rain. July 1st is Canada Day, the day we 
celebrate Canada becoming a country. 
There are many big three-day-long 
outdoor festivals all over the country. I 
hope you all have a good month! 

Jay

西原村のみなさんへ
　みなさん、いかがお過ごしで
すか？梅雨が早く終わってしま
わないかなと思っていますが、
そこまで雨が降りそうでもあり
ませんね。これは、暑い夏になるという意味なのでしょ
うか？
　こんなにいい天気だと、ビーチへ行ったり山へいった
りとアウトドア活動が楽しめますね。でも、農家の方々
にとっては雨を待ち望んでいることでしょう。７月１日
は、カナダ建国を祝う“カナダ・デー”があります。カ
ナダの国中で、３日間にわたるアウトドア・フェスティ
バルが行われます。みなさん、いい月を過ごしてくださ
い！

ジェイ

ALT　ジェイ　ぺナー

平成21年度西原村職員採用試験を次のとおり実施します。

平成21年度

西原村職員採用試験西原村職員採用試験

◆職種および採用予定人員
　高等学校卒業程度　一般事務　２人程度

◆受験資格
　昭和59年４月２日から平成４年４月1日ま

でに生まれた者

◆一次試験日時
　９月20日(日)　午前８時30分～

◆会場
　阿蘇市　熊本県立阿蘇高等学校

◆試験内容
　教養試験、適正試験、作文試験

◆申込受付期間
　７月27日（月）から８月14日（金）まで

※土曜日、日曜日を除く。

※受付時間は午前８時30分から午後５時30

分まで

※郵送の場合は、８月14日（金）までの消

印のあるものに限り受け付ける。

◆申込手続
　西原村発行の申込用紙に必要事項を記入し

て、持参または郵送すること。

　郵送する場合は、受験票の返信用として80円

切手を貼った封筒（宛先・郵便番号を明記）を

同封し、表に「西原村職員採用試験申込」と朱

書きした封筒に入れて必ず簡易書留郵便で送付

すること。

◆申込用紙の請求
　西原村役場総務課に用意しています。(郵便

で請求する場合は140円切手を貼った宛先明記

の返信用封筒を同封すること。)

　西原村ホームページからも入手できます。

　http://www.vill.nishihara.kumamoto.jp/

【申込み・問合せ先】
　〒861-2492　
　　熊本県阿蘇郡西原村大字小森3259
　　西原村役場総務課　☎096‐279‐3111
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ジェイソンの西原日記ジェイソンの西原日記
N
IS
H
IH
A
R
A
　
B
A
B
Y

み
て
み
て
！
未
来
の
に
し
は
ら
ヒ
ー
ロ
ー
・
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
！

み
て
み
て
！
未
来
の
に
し
は
ら
ヒ
ー
ロ
ー
・
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
！

　

３
月
19
日
と
５
月
28
日
に
行
わ
れ
た
、
お
誕

生
学
級
に
お
邪
魔
し
て
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
む
ぞ
ら
し
か
で
す
ね
！

信一さん･美奈子さん（北向・新屋敷）

ご飯をたくさん食べて大きく
なってネ。

こ きだま はる

小玉　晴喜くん

いけ とだ はる

池田　遙翔くん
わた となべ はる

渡辺　暖人くん

智昭さん･かおりさん(宮山)

お兄ちゃんと一緒にいっぱい食
べて、遊んで大きくなってね♥

達美さん･加奈恵さん(高遊中)

元気いっぱい！！パパ、ママ
よろしくね。

もりやま し ろうたい

森山大志郎くん

敬弘さん･智恵子さん(小森の里)

桃姉ちゃん、遥姉ちゃんこれ
からも仲良くしてね♥

たの りゅう ろうやま

山野龍太郎くん

かわ づ あ と む

河津亜斗夢くん
かわ づ ら い む

河津来唯夢くん

勇二さん･明美さん(高遊中)

じぃじ、ばぁば、だぁいすき♥い
つも遊んでくれてありがとう♥

和博さん･愛子さん(下布田)

おじいちゃんおばあちゃんいつもあそ
んでくれてありがとう♥大好きだよ♥

いまむら しんすけ

今村　慎佑くん

祐介さん･藍さん(上布田)

初旅行、楽しんでくるゾ★

お ぐり りょう

小栗　凌くん

祐輔さん･祐加さん(西原台)

２人で遊ぶようになりまし
た。早く野球したいなぁ。

陽介さん･誉子さん(土林)

あいらお姉ちゃん一緒に遊ん
でくれてありがとう♥

いけ だ あや ね

池田　絢音ちゃん

安憲さん・郁美さん（河原団地）

ゆうひ兄ちゃん一緒に保育園が
んばろうね。泣かないでね。

あきよし ゆ め

秋吉　優愛ちゃん

え ざき る い

江﨑　瑠唯くん

俊治さん･友美さん(布田)

おじいちゃんおばあちゃんだーい好き
♥いつも遊んでくれてありがとう！！
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社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

熊
本
県
支
部
で
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
造
設
者
）

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
ス
ト
ー

マ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
話
、
お
よ
び
医

療
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

植
木
町
国
民
健
康
保
険
植
木
病
院

参
加
費　

無
料

【
問
合
せ
先
】　
　

　

社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　

熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６‐

３
８
４‐

１
０
１
２

 

国
民
年
金
に
つ
い
て
、「
世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
」｢

健
康
で
明
る
い

老
後｣

を
表
現
し
た
作
品
を
応
募
し

ま
す
。

応
募
資
格　

熊
本
県
内
の
小
学
生

（
４
〜
６
年
）
及
び
中
学
、
高
校
生

応
募
規
定　

自
作
未
発
表
作
品
で
、

Ｂ
３
サ
イ
ズ
ま
た
は
画
用
紙
四
つ
切

り
サ
イ
ズ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

画
材
は
自
由
で
す
（
絵
の
具
、
ク
レ

ヨ
ン
、
色
鉛
筆
、
切
り
絵
な
ど
）。

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
一
人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
（
学
校
・
ク
ラ

ス
で
ま
と
め
て
送
付
可
）。

応
募
先　

〒
８
６
０‐

８
５
５
９

熊
本
市
辛
島
町
５‐

１
日
本
生
命
熊

本
ビ
ル
６
Ｆ
熊
本
社
会
保
険
事
務
局

年
金
課
内｢

ね
ん
き
ん
イ
メ
ー
ジ
コ

ン
ク
ー
ル｣

係

ま
た
は
、
西
原
村
役
場
住
民
課
国
民

年
金
係
、
熊
本
県
内
の
各
社
会
保
険

事
務
所

応
募
期
限　

平
成
21
年
９
月
11
日

（
金
）
当
日
消
印
有
効

入
賞　

イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
部
門

最
優
秀
賞
・
・
・
中
・
高
各
１
点

優
秀
賞
・
・
・
・
中
・
高
各
２
点

入
選
・
・
・
・
・
中
・
高
各
４
点

発
表　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
と

と
も
に
、
広
報
誌
な
ど
で
も
発
表
し

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　

給
付
企
画
係

　

☎
０
９
６‐

２
１
１‐

０
７
６
３

少
年
審
判
の
傍
聴

　

少
年
審
判
手
続
き
は
、
原
則
と
し

て
非
公
開
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少

年
の
故
意
の
犯
罪
行
為
（
殺
人
・
傷

害
等
）
や
交
通
事
件
（
自
動
車
運
転

過
失
致
死
傷
等
）
な
ど
に
よ
っ
て
被

害
を
受
け
た
方
が
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
生
命
に
重
大
な
危
険
を
生

じ
さ
せ
た
傷
害
を
負
っ
た
場
合
、
被

害
を
受
け
た
方
や
ご
遺
族
の
方
な
ど

は
、
少
年
審
判
の
傍
聴
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

　

少
年
が
事
件
当
時
12
歳
に
満
た

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
に

よ
り
傍
聴
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

※

　

審
判
の
傍
聴
を
許
す
か
ど
う
か

の
判
断
に
は
、
法
律
上
一
定
の

手
続
き
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
審
判
期
日
の
間
近
に
申
し

出
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
傍
聴

を
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

審
判
の
傍
聴
は
、
家
庭
裁
判
所
が

少
年
の
年
齢
や
心
身
の
状
態
、
事
件

の
性
質
、
審
判
の
状
況
そ
の
他
の
事

情
を
考
慮
し
て
、
少
年
の
健
全
な
育

成
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
な
く
相
当
と

認
め
ら
れ
る
と
き
に
許
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
審
判
の
傍
聴
が
許
さ
れ
た
期

日
で
あ
っ
て
も
、
審
判
の
状
況
に
よ

っ
て
は
審
判
廷
か
ら
一
時
的
に
退
室

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

審
判
の
傍
聴
を
許
さ
れ
た
方
が
、

ひ
と
り
で
傍
聴
を
す
る
こ
と
に
著
し

く
不
安
や
緊
張
を
覚
え
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
家
庭
裁
判
所
が
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
不
安
や
緊
張
を
緩
和
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
方
に
付
き
添
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
判
状
況
の
説
明

　

少
年
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

た
方
や
ご
遺
族
の
方
な
ど
は
、
審
判

期
日
に
お
け
る
審
判
の
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
る
こ
と
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
が
少
年
の
健
全
な
育

成
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
な
く
相
当
と

認
め
る
と
き
は
、
審
判
期
日
で
行
わ

れ
た
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

　

具
体
的
に
は
、
審
判
期
日
の
日

時
・
場
所
、
審
判
経
過
、
少
年

や
保
護
者
の
陳
述
要
旨
、
処
分

結
果
等

事
件
記
録
の
閲
覧
・
コ
ピ
ー

　

事
件
の
記
録
を
見
た
り
、
コ
ピ
ー

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会
開

催
に
つ
い
て

少
年
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
方
へ
新
制
度
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
開
催
に
つ
い
て



19 広報西原７月号

●●●今月の情報

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
陳
述

　

裁
判
官
や
家
庭
裁
判
所
調
査
官
に

対
し
、
お
気
持
ち
や
事
件
に
つ
い
て

の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

審
判
結
果
の
通
知

　

少
年
に
対
す
る
処
分
結
果
等
の
通

知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
い
ず
れ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

に
も
、
申
し
出
が
必
要
で
す
。
申
し

出
は
弁
護
士
に
依
頼
し
て
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
申
出
期
間
が

過
ぎ
て
い
る
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て

は
、
申
し
出
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

●
裁
判
所
で
知
っ
た
情
報
を
、
正
当

な
理
由
が
な
い
の
に
他
の
人
に
漏
ら

し
た
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
関
係
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
法
律
上
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
家
庭
裁
判
所　

総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
９
６‐

２
０
６‐

５
１
４
７

　

「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」
と

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
で
消
費

生
活
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
一
定
水

準
以
上
の
知
識
と
能
力
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
こ
と
を
、
独
立
行
政
法
人

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し
、
資

格
を
与
え
る
制
度
で
す
。

第
一
次
試
験
日　

10
月
３
日
（
土
）

申
込
期
限　

８
月
10
日
（
月
）

※

受
験
要
項
は
返
信
用
封
筒
（
長
形

３
号
の
封
筒
に
90
円
切
手
貼
付
、
宛

先
明
記
）
を
同
封
の
う
え
、
次
の
宛

先
ま
で
郵
便
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

〒
２
２
９‐

０
０
２
９

神
奈
川
県
相
模
原
市
弥
栄
３-

１-

１

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

資
格
制
度
事
務
局

【
問
合
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
２‐

７
５
８‐
３
１
６
４

　

い
の
ち
の
教
育
を
探
求
し
続
け
た

偉
大
な
教
育
者
、
東
井
義
雄
さ
ん

は
、
人
々
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
多

く
の
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。

　

そ
の
東
井
さ
ん
を
顕
彰
す
る
た

め
、
こ
の
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
、
生
き
る
勇
気
と
希
望
を
与

え
た
「
こ
と
ば
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品　

テ
ー
マ
は
「
『
い
の

ち
』
に
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
あ
の
一

言
」
で
す
。

規
格　

60
字
以
内
の
「
こ
と
ば
」

と
、
そ
の
と
き
の
状
況
を
４
０
０
字

以
内
で
記
述
（
過
去
に
入
賞
さ
れ
た

作
品
に
つ
い
て
は
選
考
除
外

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

応
募
期
限　

10
月
１
日
（
木
）

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
任
意
）、
学
生
は
学
校
名

を
記
入
の
上
、
郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
直
接
ま
た
は
学
校
・

団
体
・
公
民
館
等
で
ま
と
め
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

豊
岡
市
教
育
委
員
会　

但
東
分
室

　

☎
０
７
９
６‐

２
１‐

９
０
３
６

　

最
近
、
あ
な
た
の
街
に
も
電
柱
や

街
灯
へ
の
は
り
紙
な
ど
の
違
反
広
告

物
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
違
反
広

告
告
物
が
増
え
る
と
、
き
れ
い
な
街

も
台
無
し
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
違
反
広
告
物
の
な

い
美
し
い
街
を
目
指
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
違
反
広
告
物
を
除
却
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

で
、
構
成
員
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

を
作
れ
る
方

活
動
内
容　

１
ヶ
月
に
１
回
程
度
、

違
反
広
告
物
の
除
却
活
動

申
請
方
法　

申
請
書
や
メ
ン
バ
ー
名

簿
等
の
提
出
書
類
を
作
成
し
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
県
地
域
振
興
局
維
持

管
理
課
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

※

　

提
出
書
類
の
様
式
は
熊
本
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
県
都
市
計
画
課
景
観
公
園
室

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
５
２
４

「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」
資

格
取
得
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
東
井
義
雄
賞「
い

の
ち
の
こ
と
ば
」募
集
に
つ
い
て

違
反
広
告
物
除
却
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
中

御　礼
　東京都足立区にお住まいの小島マ

ル子さんより、広報送付の御礼とし

て金一封をいただきました。

　ありがとうございました。

西原村
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雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
奄
美
大

島
・
宇
検
村
で
、
都
会
や
内
陸
に
住

む
子
ど
も
達
が
な
か
な
か
味
わ
う
こ

と
が
で
き
な
い
経
験
を
た
っ
ぷ
り
と

満
喫
し
ま
す
。
宇
検
の
子
ど
も
達
、

全
国
か
ら
集
ま
る
見
知
ら
ぬ
仲
間
達

と
の
生
活
を
通
じ
て
規
律
や
仲
間
と

助
け
合
う
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
学

び
、
互
い
に
友
情
を
深
め
る
こ
と
を

第
一
の
目
的
と
し
ま
す
。

日
時　

８
月
17
日
（
月
）
〜
８
月
22

日
（
土
）

場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検
村

定
員　

50
名
（
先
着
順
）

参
加
条
件　

小
学
３
年
生
〜
６
年
生

の
、
ル
ー
ル
を
守
り
仲
間
を
大
切
に

す
る
青
少
年

参
加
料　

出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す

申
込
期
限　

７
月
25
日
（
土
）

【
問
合
せ
先
】　
　

　

宇
検
村
シ
マ
時
間
体
験
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
７‐

６
７‐

２
２
１
１

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
事
の

探
し
方
や
仕
事
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
の
様
々
な
相
談
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま

た
、
賃
金
・
解
雇
な
ど
の
労
働
条
件

に
関
す
る
こ
と
や
、
職
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、
労
使
双
方
か
ら
の
様
々

な
労
働
相
談
に
つ
い
て
中
立
の
立
場

か
ら
専
門
の
相
談
員
（
社
会
保
険
労

務
士
）
が
助
言
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
就
業
支
援
相
談
）

　
　

０
９
６‐

３
５
５‐

２
２
２
４

　
　

（
労
働
相
談
）

　
　

０
９
６‐

３
５
２‐

３
６
１
３

　

男
女
共
同
参
画
の
職
場
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者

を
知
事
が
表
彰
し
ま
す
。
表
彰
さ
れ

た
事
業
者
の
取
り
組
み
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
県
民
に
広
く
紹
介

し
ま
す
。

対
象
者　

女
性
の
登
用
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
（
自
薦
・
他
薦
可
）

申
込
期
限　

７
月
31
日
（
金
）

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
８
７

　

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
Ｉ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
科
】

対
象　

身
体
（
上
肢
・
内
部
）・
難
病

定
員　

４
名

内
容　

オ
フ
ィ
ス
の
利
用
技
術
や
Ｉ

Ｔ
基
板
ス
キ
ル
の
習
得
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
技
術
の
習
得
、
職
場
実

習
あ
り

募
集
期
間　

７
月
31
日
（
金
）
ま
で

訓
練
期
間　

９
月
１
日
（
火
）
〜
11
月
30
日
（
月
）

訓
練
場
所　

株
式
会
社
ア
ト
ラ
イ
ズ

駐
車
場　

あ
り
（
無
料
）

【
問
合
せ
先
】

も
よ
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　

西
岡
・
木
佐
貫
・
井
・
末
松

　

☎
０
９
６‐

３
７
８‐

０
１
２
１

　

熊
本
県
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
導
入
へ
の
補
助
を
開
始
し

ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
発
電
時
に
二
酸

化
炭
素
を
出
さ
な
い
環
境
に
優
し
い

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
有
力
な
手
段
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
熊
本
県
で
は
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
の
普
及
拡
大
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
補
助
制
度
を

開
始
し
ま
し
た
。

受
付
期
間　

平
成
21
年
７
月
１
日

（
水
）
〜
平
成
22
年
１
月
29
日
（
金
）

補
助
金
額　

１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
３
万
５
千
円

対
象
者　

県
内
在
住
で
、
国
の
「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費

補
助
金
」
の
交
付
を
受
け
る
方

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
６
２

　

公
正
な
採
用
選
考
の
確
保
と
差
別

の
な
い
明
る
い
職
場
づ
く
り
を
目
標

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

７
月
16
日
（
木
）

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

７
月
24
日
（
金
）

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

nformationI
「
ち
び
っ
子
体
験
学
習
in
奄
美

大
島
」
の
開
催
に
つ
い
て

就
業
支
援
相
談
と
労
働
相
談
窓

口
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
者
の
募
集
に
つ
い
て

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
補
助
制
度
開
始
に
つ
い
て

人
権
同
和
問
題
に
関
す
る
事
業

主
研
修
会
に
つ
い
て

職
業
訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て
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※

共
に
午
後
１
時
半
〜
４
時

内
容　

山
九
株
式
会
社
人
権
啓
発
担

当
部
長
原
田
憲
正
さ
ん
に
よ
る
講

演
、
啓
発
映
画

入
場
料　

無
料

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
９
９

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

８
月
31
日
（
月
）
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６‐

３
４
１‐

０
８
６
０

【
個
人
会
員
の
登
録
】

　

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方
で
、
常

時
・
臨
時
・
パ
ー
ト
な
ど
の
雇
用
を

希
望
さ
れ
る
方
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
地
域
社
会
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
。
高
齢
社
会
で
は
、
あ

な
た
の
経
験
・
知
識
・
能
力
を
活
か

せ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
探
す
支
援
を
い

た
し
ま
す
。

【
企
業
・
事
業
主
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
登
録
】

　

シ
ニ
ア
の
高
い
技
術
・
技
能
・
経

験
を
活
か
せ
る
職
場
の
開
拓
。
退
職

者
の
新
た
な
働
き
方
の
指
導
・
ア
ド

バ
イ
ス
や
地
域
社
会
へ
の
参
加
・
貢

献
を
支
援
し
、
高
齢
社
会
の
活
性
化

に
取
り
組
む
事
業
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※

登
録
さ
れ
た
個
人
・
企
業
・
団
体

な
ど
に
は
無
料
で
支
援
サ
ー
ビ
ス
い

た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

　

☎
０
９
６‐

３
１
２‐

３
３
１
０

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
自

賠
責
保
険
）
及
び
任
意
自
動
車
保
険

に
関
す
る
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
交
通
事
故
に
関
す

る
損
害
保
険
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

弁
護
士
相
談
日　

毎
月
第
二
・
四
水

曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時

※

　

予
約
制
・
要
面
談

場
所　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
先
】

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会　

熊
本

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６‐

３
２
４‐

８
７
４
０

●●●今月の情報

放
送
大
学
10
月
生
募
集
の
お
知

ら
せ

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
へ
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

交
通
事
故
無
料
相
談

話の主役

「話にも主役に合った脇役」

小鬼

　前置きの話が大きい割には本文

の内容が的を得ずしっくりこない

ときがある。本人の言いたいこと

は伝わってはくるが、主役と脇役

の話のバランスが悪すぎると聞く

ほうの気持ちも尻つぼみになる。

脇役の前置きを勢いよく話し始め

るためには、それ以上の主役情報

のストックが必要だ。

※土日、祝祭日は　

　　　　　　　　へお願いします。

総務課

総務・財政係（代表）

企画振興・情報政策係

教育委員会

議会事務局

会計課

税務課

産業課

経済係《農業委員会》

土木建築係

地籍調査係

住民課

住民・環境衛生係

健康福祉係

国保係

にしはら保育園

279-3111

279-3112

279-4424

279-4364

279-4394

279-4395

279-4396

279-3114

279-4417

279-3113

279-4397

279-4389

279-2054

役場各課・係
　直通ダイヤル

279-3111
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西原村社会福祉協議会

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

☎279-4141
　279-4140相談専用
　279-4388FAX

256号 ふれあいネットワークふれあいネットワークふれあいネットワーク

ボランティア協力校指定事業推進中!

ザ！料理人（男性料理教室）始まる

歳入総額173,744,350円

　社会福祉法第40条及び社会福祉法人西原村社会福祉協議会定款第12条の規定により西原村社会福祉協議会より提出さ
れた平成20年度一般会計歳入歳出決算書・財産目録貸借対照表・事業活動収支計算書・資金収支計算書・出納関係書類を
監査した結果を報告します。
１．監査実施日　平成21年５月19日（火）
２．監査結果
　監査に当り資金収支計算書・事業活動収支計算書・貸借対照表・決算関係資料・金融機関預金残高証明書・預金証書等
により必要に応じ担当者の説明を求め審査を行った結果、各会計・各基金・収入支出とも計数上の誤りはなく適正に処理
され何等非違な点は認められず、目的に従って健全に運用されていることを認めた。
　平成19年度、平成20年度事業活動収支実績の対比は下表の通りである。

平成20年度西原村社会福祉協議会決算報告平成20年度西原村社会福祉協議会決算報告平成20年度西原村社会福祉協議会決算報告
歳出総額173,744,350円

補助金
19,391,782（11.2％）

単位：円

会費　2,375,800（1.4％）

共同募金配分金
3,078,652（1.8％）

特定高齢者デイ
881,700（0.5％）

障害者自立支援
1,198,550（0.7％）

事業費　4,077,482（2.3％）

介護保険事業
68,598,441（39.5％） 介護保険事業

63,368,497（36.5％）

次期繰越金
44,145,732（28.6％）

前期繰越金
40,655,468（28.6％）

事務費
30,425,786（17.5％）

委託事業　16,328,280（9.4％）
受託金　16,118,435（9.3％）

全社協積立返還金　9,703,060（5.6％）

共同募金配分金
3,075,315（1.8％）

県社協受託事業
282,818（0.2％）

障害者自立支援事業
1,186,675（0.7％）

その他の支出
4,853,765（2.8％）

寄付金　6,501,419（3.7％）

諸収入　1,274,261（0.7％）

経理区分間繰入
3,966,782（2.3％）

積立金支出
6,000,000（3.5％）

平成平成2020年度　年度　社会福祉法人西原村社会福祉協議会一般会計・決算監査報告書社会福祉法人西原村社会福祉協議会一般会計・決算監査報告書平成20年度　社会福祉法人西原村社会福祉協議会一般会計・決算監査報告書

３．指摘要望事項
　高齢化と同時に世界的な経済低迷のなか、福祉活動は繁雑な法改正に加え複雑多様化がすすんでいるが、全職員で活動
の向上及び効率的運営に取り組み多大な成果を収めている。
　本年度の事業活動収支計算実績は、対前年比で、収入支出共に増額だが、収支差は△14％額にして、1,322,881円の減
であるが、収支率6.3％の繰越を得たことは、健全な事業運営の努力結果であり高く評価される。
　今後も住民のニーズに応えられる福祉事業を探究されるよう望む。
　出納業務は多岐に渡る経理区分構成のなか、よく整備されており特に指摘事項はない。　　　　　　　　　　以上　

　平成21年5月21日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

前 年 度 対 比
平成20年度 平成19年度区　　分

当 年 度
収 支 率

100.0％

93.7％

6.3％

2.7％

4.1％

△14.0％

3,430,058

4,752,939

△1,322,881

増　減　率増　減　額

収 入 の 部

支 出 の 部

収 支 差 額

128,628,726

120,498,466

8,130,260

125,198,668

115,745,527

9,453,141
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ふれあいネットワーク
お 礼

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に副うべく、
社会福祉のために有効に使用させていただきます。ありがとうござ
いました。　〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています〕

※岩本健治様【小園】より「のぎく荘」で活用してくださいと医療用電子血
圧計〔２個〕を寄贈いただきました。

集落名
葛　目
滝

新　所
上鳥子

故人氏名
中村　則子
緒方メグミ
川北　健次
日置マツ子

遺族氏名
中村　俊行
岩田　民子
川北　哲司
日置　宏征

集落名 氏　　名 金　　額
8,800円
20,150円

匿名４名
宮山地区有志

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会
に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお
祈りしますと共に心からお悔やみ申し上げます。

　学校内外の環境美化活動（クリーン活動、花いっぱい運動、リサイクル活動）、あいさつ運動、赤い羽根共同募

金やユニセフへの理解と協力活動、地域の高齢者・障害者の方々を運動会・フェスタ・文化祭等へ招待、伝承遊

び交流会の開催、一人暮らしの方々へのやまびこふれあいだよりの発送、福祉体験学習ワークキャンプ（宿泊

型・訪問型による福祉施設や地域活動体験）、各種生産活動（もち米、野菜、花など）を福祉施設等に贈り交流活

動、一人暮らし高齢者の方との宿泊交流会、地域の高齢者訪問（昔話を聞かせてもらいになど）、スポーツ交流

（ゲートボール、グランドゴルフなど）、各種収集活動（使用済切手、書き損じはがき、ペットボトルキャップな

ど）、ＪＲＣ（青少年赤十字）活動、のぎくまつりへの参加協力など

　※ボランティア協力校関係者連絡会議の開催や、関係機関との連携を図りながら活動を推進しています。

　今年度最初の教室が６月から開始され

ました。

　昨年から継続の方、また今年度新規の方も時間前には集

まられ、エプロンと三角巾をつけてスタンバイＯＫ。

池田保健師の講話の後に早速料理開始。

　今回のテーマは「だしの取り方」と「塩分」

　塩分計で各班の味噌汁を計測したところ、どの班も平均

値。健康志向の今日、普段の食生活も薄味になってきたと

胸をなでおろしたところでした。

一般寄付香典返し

いいいいいいいやややややややややりややややややややややいいいいいいい
え の心心心ををを心え 心心心心心 むむむむさささささ

思いやりや、
ささえ愛の心を育む ボランティア協力校指定事業推進中!ボランティア協力校指定事業推進中!ボランティア協力校指定事業推進中!
河原小学校・山西小学校（平成２年度より指定）西原中学校（平成５年度より指定）

各学校の主な活動内容

ザ！料理人ザ！料理人（男性料理教室男性料理教室）始まる始まるザ！料理人（男性料理教室）始まる

平成20年度西原村社会福祉協議会決算報告

平成20年度　社会福祉法人西原村社会福祉協議会一般会計・決算監査報告書
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 「御法師まつり」の紙芝居をして下さったのは、人権擁護員

の太田興一さんと森永敬子さん。ここ星田地区では12年に1回

訪れる御法師まつりの開催地でもあります。参加された皆さん

は「紙芝居も何十年かぶりに見ました」「御法師まつりの紙芝

居があった事も知らなかった」と目を輝かせ、幼少期時代を思

い出しながら懐かしく見入っておられました。

高
遊
サ
ロ
ン

　日頃より日本赤十字社をご支援、社費等のご協力ありがとうございます。
　今年も、赤十字講習会を地域福祉センターのぎく荘で開催いたしますので、この機会に人命救急を学ばれ
てはいかがですか？また、講習会等を学ばれた方で組織した「防災ボランティアにしはら」も活動しており
ます。ご興味のある方はぜひ、ご参加下さい。

期　日　平成21年８月９日（日）・23日（日）・30日（日）
　　　　9：00～17：00　７時間程度の３日間
場　所　地域福祉センターのぎく荘（西原村保育園横）
対象者　15歳以上の村内在住の方または村内勤務の方
　　　　（※申込多数の場合は受講できない事もあります）
受講料　教材費　3000円　プラス昼食代　600円（当日受付でお支払い下さい。）
昼食代　こちらでお弁当を準備いたしますので、600円（３回分）の自己負担をお願いいたします。
　　　　（不足分につきましては西原村分区より負担いたします。）
資格等　３日間受講すれば日赤県支部より受講修了証を交付されます。
　　　　なお、最終日の試験に合格すれば、赤十字救急員認定証が交付されます。
申　込　受講希望の方は電話にて住所・氏名・電話番号をお知らせ下さい。
　　　　西原村社会福祉協議会　TEL　096-279-4141
　　　　受講希望の方は7月31日（金）までに申込下さい。

～赤十字救急員養成講習会のご案内～

ふれあいふれあい・いきいきサロン活動紹介いきいきサロン活動紹介ふれあいふれあい・いきいきサロン活動紹介いきいきサロン活動紹介ふれあい・いきいきサロン活動紹介のぎく荘デイサービスだよりのぎく荘デイサービスだより

紙芝居の始まり始まり～

　指先の運動にとペーパーフラワーに取り組まれました。

　５色のいろ紙それぞれにワーヤーを巻き、花の形に整えて最

後は溶かしたロウにくぐらせて出来上がり。

　細かな手作業だけどみなさん真剣に取り組まれ「こぎゃんと

はでけ～ん」と言っておられた方も、上手に作り上げる事がで

き、お家へのお土産が出来上がりました。

ペーパーフラワー作りに挑戦！！

　２地区合同のペタンク大会がそよ風が吹く晴天の中行われま

した。

「もめごつにもならんし、こるがいちばんおもしろか～」

　汗を流し、プレーした後は木陰でティータイム。

　プレーの反省やら世間話に話が途切れることはなく、初夏の

風を身体いっぱいで感じることができました。

やっぱペタンクばい！おもしろか～

星
田
サ
ロ
ン

秋
田
・
土
林
サ
ロ
ン
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素晴らしい舞に
皆さん大変感激されました

ふれあい・いきいきサロン活動紹介ふれあい・いきいきサロン活動紹介のぎく荘デイサービスだよりのぎく荘デイサービスだよりのぎく荘デイサービスだよりのぎく荘デイサービスだよりのぎく荘デイサービスだより

　

障
害
者
自
立
支
援
法
や
発
達
障
害
者
支
援
法
の
施
行

な
ど
、障
害
を
お
持
ち
の
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。身
障
連
に
お
い
て
は
懇
談
会

を
通
し
て
情
報
収
集
を
行
い
、会
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。左
記
の
日
程
で
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　ほのぼのとした愛嬌のある表情の人形で「さざんか
の宿」や「これから音頭」の曲に合わせて踊りを披露
して頂きました。

　ふじ組の園児たちとゲ
ームで大変盛り上がり、
最後は肩たたきをしてく
れました。

　社会見学でこられた河
原小学校２年生のいろん
な質問に皆さん答えてお
られました。

　森田健次郎様（小野地区）より手作りの指人形
で踊りを披露していただき、皆さんその素晴らし
い人形の舞に、「とてもよかった」「目の正月にな
った」など大変感激されておられました。
　また、是非利用されておられる方全員に見てい
ただきたいとのことで、５月26日より全曜日
（月～土）に披露していただきました。

楽しい交流ができました
　保育園児（ふじ組さん）や河原小学校２年生と楽しい交流を
行いました。皆さん終始満面の笑みで、子どもたちとお話やゲ
ームを楽しまれておられました。

洋食料理・会食会!
　全日本司厨士協会熊本県支部の洋食料理のシェフの皆さんによる会食会が、のぎく荘デイサービス利用者の方々や、
村内の一人暮らしの方、介護者の会やたんぽぽハウスの方々など約100名の方を招待していただき開催されました。地
元西原村の永田さん(欧風食彩ラピス)が企画からお世話をしていただき、日頃食べたことのないような美味しい洋食料
理に参加された皆さん大変喜ばれていました。シェフの皆さんごちそうさまでした。

西
原
村
身
障
者
福
祉
協
会
だ
よ
り

★
地
域
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
★

７/ 9（木）

７/14（火）

７/16（木）

７/21（火）

７/23（木）

７/28（火）

午前　10：00～ 午後　２:00～

会場　　古閑公民館
（葛目・古閑・馬場・上鳥子・小園）

会場　　新所公民館
（新所・緑ヶ丘・緑ヶ丘南・小森の里）

会場　　小野公民館
（小野・瓜生迫・灰床・猿帰）

会場　　のぎく荘
（下小森・前鶴・玉の迫・地区未加入の方）

会場　畑公民館
（大切畑・袴野・桑鶴・風当・美晴台・万徳・名ヶ迫・畑）

会場　高遊コミュニケーションセンター
（高遊西・高遊中・西原台・高遊東・星ヶ丘）

会場　出の口公民館
（宮山・出の口・大峯）

会場　日向公民館
（星田・下古閑・医王子・滝・日向・多々良）

会場　布田集会場
（布田・八景台・化粧塚）

会場　河原コミュニティセンター
（門出・田中・秋田・土林・河原団地）
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表紙説明
　取材ついでに白糸の滝に立
ち寄りました。やはり滝は気
温が低いです。暑い日々が続
きますが、滝で天然の涼しさ
を味わってみませんか。

　

布
田
地
区
の
公
民
館
に
隣
接
す
る
龍
王
社
は
、
大
き
な
杉

の
立
ち
並
ぶ
参
道
を
持
つ
古
い
社
で
す
。
冠
を
か
ぶ
り
装
束

を
付
け
、
龍
の
上
に
座
し
た
高
さ
30
㎝
ば
か
り
の
木
像
の
御

神
体
が
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
龍
王
社
に
隣
接
し
て
、
写
真
の
椋
の
木
が
そ
び
え
立

っ
て
い
ま
す
。
幹
周
は
約
６
４
０
㎝
と
巨
大
で
、
西
原
村
で

は
２
番
目
に
大
き
な
樹
木
で
す
。
正
確
な
樹
齢
は
不
明
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
勢
い
も
良
く
、
良
好
な
状
態
と
言
え
ま
す
。

　

龍
王
社
と
椋
の
木
は
、
布
田
地
区
の
長
い
歴
史
を
ず
っ
と

見
守
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
現
在
は
、
布
田
公
園
と
し
て

地
域
の
方
々
に
管
理
さ
れ
、
良
好
な
環
境
の
も
と
成
長
を
続

け
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
度
、
こ
の
椋
の
木
を
見
学
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
委
員
会　

小　

谷

県中学生ソフトテニス選手権大会団体の部

西原中男子ソフトテニス部
準優勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
メ
ン
バ
ー

にしはら

歴史探求歴史探求 第79話「布田龍王社の椋の木」

　

４
月
25
日
と
５
月
２
日
の
二
日

間
、
県
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
（
国
体
の
部
）
が
県
民

総
合
運
動
公
園
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
阿
蘇
西
原
中
は
予
選
リ
ー
グ

で
鹿
南
中
と
天
水
中
Ｂ
を
下
し
、

全
勝
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

み
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
佐

伊
津
中
を
２
対
１
で
下
し
、
準
決

勝
へ
進
出
。
準
決
勝
で
は
、
宇
土

鶴
城
中
に
苦
戦
し
た
も
の
の
２
対

１
で
勝
利
し
、
念
願
の
決
勝
進
出

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
決
勝
で
は
天
水
中

Ａ
に
０
対
２
で
敗
れ
、
優
勝
を
逃

す
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
成

果
が
結
果
と
し
て
表
れ
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
更
な
る
活
躍
を
期
待
し

た
い
で
す
ね
。
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